
2 aC-12 第12回日本応用磁気学会学術講演概要・集(1988)

主磁極励磁形垂直磁気ヘッドの記録再生効率
    山本節夫   中村慶久   岩崎俊一   (東北大学電気通信研究所)

RECORDING AND REPRO DUCING EF”E/Lg/1-E11gY-QLI11t111:RQLIiPRIIYEII211111111 ENCY OF HA N-P8LE DRIVEN PERPENDICULAR HEAD

   Setsuo YAMAHOTO Yeshihisa NAKAHURA Shun-tchi IWASAKI
( Reseaf6h tnstitute of Electrical Communication， Tohoku University )

墜 薄膜ヘッドの作成技術を用いて従来の圭磁極励磁形垂直ヘッ
ドを小型化したヘッドが実現できれば、再生コイル1タ. 一ンあ
たり従来の主磁極励磁形ヘッドの5倍以上の再生効率が得られ
ることを、思者らは既に報告したtv。この大幅な再生効率の改
魯には、(a)記録媒体からいったん主磁極先端に流入した磁束
が流出しやすい主磁極膜の先端近くに再生コイルが配置されて
効率良く磁束を拾えるようになる効果と、(b)ヘッドコアの磁
路長が短縮されたことによる磁気回路的な効率の向上、の両方
が効いていると思われる。本報告では、筆者らが通常使用して
いる主磁概励磁形ヘッドmを基本にし、両生コイルを主磁極膜
に設けた構造のヘッドについて検討し、(a)と(b)の効果による

再生感度向上の程度について調べた結果を述べる。
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